
 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月号 
令和 5年 3月 24日発行 

コロナウイルス感染症の蔓延により自粛されていた地域のサロンが、少しずつ活動を再開されて

います。今回は、新開中部地区のふれあいサロン「清流会」のご紹介です。「清流会」は、地域の高

齢者が誰でも参加できる集いの場です。この日の午前は、恒例になっている綿布切りが行われ、出

来上がった段ボール 6 箱の綿布を木曽福島地区の福祉施設に寄付されました。午後は、開田高原か

らカラオケを披露するボランティアさん「開田八人衆」が招待され、鑑賞会が行われました。大き

な拍手と歓声の中、歌に合わせた衣装で登場されると、華やかな衣装にまつわるエピソードや楽し

いトークを交えながら素晴らしい歌声をご披露いただきました。会場には、マスクをしていてもわ

かる程の大きな笑い声があがっていました。最後に、参加された全員で開田嫁入歌を合唱し、とて

も楽しいひと時となりました。立春とは名ばかりでまだ厳しい寒さが続いています。コロナ感染も

心配で家から出ることが億劫になってしまいますが、皆さんもお住まいの地域で開催されているサ

ロンに参加してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ５年４月１２日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 （木曽町福島５８０８－３） 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（木曽福島地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。 

法律に関する相談を希望される方は、４月１１日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。 

 

 

お申し込みは 

木曽町社協 

☎26-1116まで 

社協だより 2 月号 
脳トレクイズの答え 

令和４年度の一般会費・特別会費のご協力をお願い 

しましたところ、多くの方々にご賛同いただき、貴重 

な会費を納入していただきました。ご協力いただきま 

した皆さまに心からお礼を申し上げますとともに、お 

世話をしていただきました関係者の皆さまに深く感謝 

申し上げます。 

社会福祉協議会の活動は町からの補助金のほか、住 

民の皆さまからいただく寄付金や会費（一般会費・特 

別会費）によって成り立っています。特に会費は、今、 

地域に必要な福祉サービス等を具体化する費用として 

重要な財源となっています。町民の皆さまに会員にな 

っていただくことで、その会費をもとに地域福祉を推 

進するという町民相互の支え合い制度です。 

今後とも、会費の趣旨をご理解いただき、社会福祉 

協議会の活動に対し、温かいご支援とご協力をお願い 

申し上げます。 

皆様から納入いただきました会費は、高齢の方、障がいのある方、子どもたちなどの様々な活

動のほか、地域福祉の推進のための活動費等の財源として大切に使わせていただきました。あり

がとうございました。 

主な会費の使いみち 

▲子ども園サロン交流 ▲ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座 

一般会費・特別会費のご報告 
令和４年度 

◎一 般 会 費 

２，６６５，６６６円 

（２，７１５件） 

◎特 別 会 費 

３２４，０００円 

（７９件） 

＊本会では、住民の皆さまから納入いただく 

 会費を「一般会費」、会社・事業場・商店等 

の皆さまから納入いただく会費を「特別会費」 

と呼ばせていただいております。 


